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連 結 注 記 表
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基づき、当社ホームページに掲載することにより株主の皆様に提供しております。



連　結　注　記　表

（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
１．連結の範囲に関する事項

　すべての子会社を連結の範囲に含めております。
連結子会社の数　　　３社

 

連結子会社の名称　　千葉三立梱包運輸㈱、山立国際貨運代理（上海）有限公司
SANRITSU LOGISTICS AMERICA Inc.

２．持分法の適用に関する事項
　子会社はすべて連結しており、持分法を適用すべき関連会社はありません。

３．会計方針に関する事項
(１)重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券
その他有価証券

Ａ．時価のあるもの
期末日の市場価格等に基づく時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は総平均法により算定）

Ｂ．時価のないもの
総平均法による原価法

②デリバティブ
時価法

③原材料及び貯蔵品
　通常の販売目的で保有するためのたな卸資産は、当社は、先入先出法による原価法（収益性の低下による簿価
切下げの方法）、連結子会社は主として最終仕入原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっており
ます。

(２)重要な減価償却資産の減価償却の方法
①有形固定資産（リース資産を除く）

　主として定率法を採用しております。
　ただし、当社の本社ビル及び一関倉庫の建物には定額法を採用しております。また、1998年４月１日以降に
取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降取得した建物附属設備及び構築物については、
定額法を採用しております。
　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物 ２年～50年
機械装置及び運搬具 ８年～15年

　また、2007年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から５年間
で均等償却する方法によっております。

②無形固定資産（リース資産を除く）
　定額法を採用しております。
　また、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用してお
ります。

③リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する定額法によっております。
所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。

(３)重要な引当金の計上基準
①貸倒引当金

　債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については
個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。
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②賞与引当金
　当社及び国内連結子会社は、従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額の当連結会計年度負担額を計上し
ております。

③災害損失引当金
　台風により被災した資産の復旧費用等の支払に充てるため、当連結会計年度末における見積額を計上しており
ます。

(４)退職給付に係る会計処理の方法
　当社及び国内連結子会社は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務の見込額
に基づき、当連結会計年度末において発生していると認められる額を計上しております。
①退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、
給付算定式基準によっております。

②数理計算上の差異の費用処理方法
　数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）
による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理することとしております。

③小規模企業等における簡便法の採用
　国内連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を
退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

４．その他連結計算書類の作成のための重要な事項
(１)連結子会社の事業年度等に関する事項

　千葉三立梱包運輸㈱、山立国際貨運代理（上海）有限公司、SANRITSU LOGISTICS AMERICA Inc.の決算日は
12月31日であります。連結計算書類の作成にあたっては、同日現在の計算書類を使用し、連結決算日との間に生
じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。
(２)外貨建資産、負債の本邦通貨への換算基準

　外貨建金銭債権債務は連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。
　なお、在外子会社の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平均
相場により円貨に換算して、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めております。
(３)重要なヘッジ会計の方法

①ヘッジ会計の方法
　繰延ヘッジ処理を採用しております。
　ただし、特例処理の要件を充たしている金利スワップについては特例処理を採用しております。

②ヘッジ手段とヘッジ対象
　当連結会計年度にヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりであります。

ヘッジ手段　金利スワップ
ヘッジ対象　借入金の利息

③ヘッジ方針
　借入金の金利変動リスクを回避する目的で、金利スワップ取引を行っております。

④ヘッジ有効性評価の方法
　ヘッジ対象の相場変動又はキャッシュ・フロー変動の累計とヘッジ手段の相場変動又はキャッシュ・フロー変
動の累計を比較し、その変動額の比率によって有効性を評価しております。
　ただし、特例処理によっている金利スワップについては有効性の評価を省略しております。

(４)消費税等の会計処理
　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
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（連結貸借対照表に関する注記）
１．担保に供している資産及びこれに対応する債務

建物 5,621,208千円
土地 2,246,293千円

合計 7,867,501千円
担保に係る債務の金額
短期借入金 2,028,384千円
長期借入金 2,865,965千円

合計 4,894,349千円
２．有形固定資産の減価償却累計額

13,480,082千円
３．財務制限条項

　当社が締結しているシンジケートローン契約（2017年３月28日締結）には、以下の財務制限条項が付されており
ます。
①各事業年度末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額を、2016年３月期末日における連結

貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額の75％に相当する金額、又は直近の事業年度末における連結貸借対
照表に記載される純資産の合計金額の75％に相当する金額のうち、いずれか高いほうの金額以上に維持すること。

②各事業年度末日における連結損益計算書に記載される経常損益を２回連続して損失としないこと。

（連結損益計算書に関する注記）
　災害保険金収入及び災害による損失

2019年に発生した台風15号及び19号による被害に伴う損失として172,431千円を計上しております。なお、災害
による損失には災害損失引当金繰入額88,136千円を含んでおります。
災害保険金収入の122,548千円は、上記の被害に伴う保険金収入の受取額であります。

（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び総数に関する事項

（単位：株）
当連結会計年度期首
株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
増 加 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
減 少 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度 末
株 式 数

発 行 済 株 式

普 通 株 式 6,006,373 － － 6,006,373

合 計 6,006,373 － － 6,006,373

自 己 株 式

普 通 株 式 424,252 95 － 424,347

合 計 424,252 95 － 424,347

２．剰余金の配当に関する事項
(１)配当金支払額

決 議 株 式 の 種 類 配当金の総額 １ 株 当 た り
配 当 額 基 準 日 効 力 発 生 日

2019年 ６ 月25日
定 時 株 主 総 会 普通株式 156,299千円 28円 2019年 ３ 月31日 2019年 ６ 月26日

(２)配当の効力発生日が当連結会計年度末日後となるもの
2020年８月27日開催の定時株主総会に次のように付議する予定であります。

株 式 の 種 類 配当の原資 配当金の総額 １ 株 当 た り
配 当 額 基 準 日 効 力 発 生 日

普 通 株 式 利益剰余金 145,132千円 26円 2020年 ５ 月31日 2020年 ８ 月28日
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３．当連結会計年度末の新株予約権の目的となる株式の種類及び数
普通株式 103,100株

（金融商品に関する注記）
１．金融商品の状況に関する事項
(１)金融商品に対する取組方針

　当グループは、資金運用については預金や安全性の高い金融商品等に限定し、また、資金調達については銀行借
入や社債発行による方針であります。デリバティブは、借入金の金利変動リスクを回避するために利用し、投機的
な取引は行わない方針であります。

(２)金融商品の内容及びそのリスク
　営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）に晒されてお
ります。
　投資有価証券である株式は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスク（為替や金利
等の変動リスク）に晒されております。
　営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが１年以内の支払期日であります。借入金は、主に営業取
引に係る資金調達であり、ファイナンス・リース取引に係るリース債務は設備投資に係る資金調達であります。営
業債務や借入金、社債は資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）に晒されて
おります。また、借入金の一部は、変動金利であり、金利の変動リスクに晒されております。

(３)金融商品に係るリスク管理体制
①信用リスクの管理

　顧客の信用リスクに対しては、与信管理規程及び販売管理規程に従い、事業担当部署、営業担当部署及び経理
担当部署が主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引相手ごとに期日及び残高を管理し、財務状況の
悪化等による回収懸念の早期把握に努めることで、その軽減を図っております。
　デリバティブ取引の利用にあたっては、金融機関の信用リスクを軽減するために、格付の高い金融機関とのみ
取引を行っております。
　当期の連結決算日現在における最大信用リスク額は、信用リスクに晒される金融資産の貸借対照表価額により
表わされております。

②市場リスクの管理
　市場価格の変動リスクに対しては、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、また、取引
先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直すことで、その軽減を図っております。
　金利の変動リスクに対しては、デリバティブ取引（金利スワップ取引）を利用してヘッジしております。
　なお、ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、ヘッジの有効性の評価方法等については、
前述の「（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）　４．その他連結計算書類の作
成のための重要な事項　⑶　重要なヘッジ会計の方法」をご参照ください。

③資金調達に係る流動性リスクの管理
　資金調達に係る流動性リスクに対しては、各部署からの報告に基づき財務担当部署が適時に資金繰計画を作
成・更新することで、その軽減を図っております。

(４)金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含まれ
ております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、
当該価額が変動することもあります。また、「２．金融商品の時価等に関する事項」におけるデリバティブ取引に
関する契約額等については、その金額自体がデリバティブ取引に係る市場リスクを示すものではありません。

(５)信用リスクの集中
　当期の連結決算日現在における営業債権のうち23.2％が特定の大口顧客に対するものであります。
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２．金融商品の時価等に関する事項
　2020年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりです。なお、時
価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含まれておりません（（注）２をご参照ください）。

（単位：千円）

連結貸借対照表計上額 時 価 差 額

⑴ 現 金 及 び 預 金 1,780,721 1,780,721 －

⑵ 受 取 手 形 及 び 売 掛 金 3,018,723 3,018,723 －

⑶ 投 資 有 価 証 券

そ の 他 有 価 証 券 359,315 359,315 －

資 産 計 5,158,760 5,158,760 －

⑴ 支 払 手 形 及 び 買 掛 金 618,540 618,540 －

⑵ 短 期 借 入 金 2,395,184 2,395,184 －

⑶ リ ー ス 債 務 （ 流 動 ） 265,629 265,629 －

⑷ 長 期 借 入 金 3,075,365 3,076,624 1,259

⑸ リ ー ス 債 務 （ 固 定 ） 1,172,943 1,231,518 58,574

負 債 計 7,527,663 7,587,497 59,833

デ リ バ テ ィ ブ 取 引 （ ※ ）

ヘッジ会計が適用されているもの △50,989 △50,989 －

デ リ バ テ ィ ブ 取 引 計 △50,989 △50,989 －

（※）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目につい
ては△で示しております。

（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項
資産
(１)現金及び預金

　預金はすべて短期であるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっておりま
す。
(２)受取手形及び売掛金

　これらはすべて短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によ
っております。
(３)投資有価証券

　これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。なお、保有目的ごとの有価証券に関す
る注記事項は後述の「（有価証券に関する注記）」をご参照ください。
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負債
(１)支払手形及び買掛金、(２)短期借入金、(３)リース債務（流動）

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によってお
ります。
(４)長期借入金、(５)リース債務（固定）

　これらの時価については、元利金の合計額を、新規に同様の借入又は、リース取引を行った場合に想定
される利率で割り引いた現在価値により算定しております。変動金利による長期借入金は金利スワップの
特例処理の対象とされており、当該金利スワップと一体として処理された元利金の合計額を、同様の借入
を行った場合に適用される合理的に見積られる利率で割り引いて算定する方法によっております。

デリバティブ取引
　後述の「（デリバティブ取引に関する注記）」をご参照ください。

２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品
（単位：千円）

区 分 連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額

非 上 場 株 式 24,287

　これらについては、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積るには過大なコストを要する
と見込まれます。したがって、時価を把握することが極めて困難と認められるものであるため、「資産　⑶
投資有価証券 その他有価証券」には含めておりません。

３．金銭債権の連結決算日後の償還予定額
（単位：千円）

１年以内 １年超
５年以内

５年超
10年以内 10年超

現 金 及 び 預 金 1,780,721 － － －

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 3,018,723 － － －

合 計 4,799,444 － － －

４．長期借入金、リース債務及びその他の有利子負債の連結決算日後の返済予定額
（単位：千円）

１年以内 １年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内 ５年超

短 期 借 入 金 2,395,184 － － － － －

リース債務（流動） 265,629 － － － － －

長 期 借 入 金 － 1,699,224 914,891 461,250 － －

リース債務（固定） － 248,523 245,493 221,292 226,271 231,362

合 計 2,660,813 1,947,747 1,160,385 682,542 226,271 231,362
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（有価証券に関する注記）
１．その他有価証券で時価のあるもの

（単位：千円）

区 分 取 得 原 価 連 結 決 算 日 に お け る
連結貸借対照表計上額 差 額

連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額 が
取 得 原 価 を 超 え る も の

株 式 139,607 277,060 137,452

小 計 139,607 277,060 137,452

連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額 が
取 得 原 価 を 超 え な い も の

株 式 97,271 82,255 △15,015

小 計 97,271 82,255 △15,015

合 計 236,879 359,315 122,436

（注）　表中の「取得原価」は、減損処理後の帳簿価額であります。

２．当連結会計年度中に売却したその他有価証券
（単位：千円）

区 分 売 却 額 売 却 益 の 合 計 売 却 損 の 合 計

株 式 40,592 3,450 2,687

合 計 40,592 3,450 2,687

（デリバティブ取引に関する注記）
ヘッジ会計が適用されているデリバティブ

（単位：千円）

ヘ ッ ジ 会 計 の 方 法 デ リ バ テ ィ ブ 取 引
の 種 類 等 主なヘッジ対象 契 約 額 等 契 約 額 等 の

う ち １ 年 超 時 価

原則的処理方法 金利スワップ取引
支払固定・受取変動 長期借入金 2,306,250 1,691,250 △50,989

金利スワップの特例
処理

金利スワップ取引
支払固定・受取変動 長期借入金 25,000 － （注）２

合 計 2,331,250 1,691,250 △50,989

（注）１．時価の算定方法　取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しております。
２．金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体として処理されているた

め、その時価は、当該長期借入金の時価に含めて記載しております。
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（賃貸等不動産に関する注記）
賃貸等不動産の状況及び時価に関する事項
１．賃貸等不動産の概要

　当社では、東京都その他の地域において、賃貸収益を得ることを目的として賃貸用のオフィスビル（土地を含む）
及び賃貸用の倉庫を所有しております。なお、当該不動産の一部については、当社及び一部の子会社が使用している
ため、賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産としております。

２．賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額及び当連結会計年度における主な変動並びに連結決算日における時価及び当
該時価の算定方法

（単位：千円）
当連結会計年度

（2020年３月31日）

賃 貸 等 不 動 産
連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額

期 首 残 高 414,379

期 中 増 減 額 △29,950

期 末 残 高 384,429

期　末　時　価 461,000

賃 貸 等 不 動 産 と し て 使 用
さ れ る 部 分 を 含 む 不 動 産

連 結 貸 借 対 照 表 計 上 額

期 首 残 高 9,602,005

期 中 増 減 額 △451,765

期 末 残 高 9,150,239

期　末　時　価 18,794,507

（注）１．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額であります。
２．当連結会計年度増減額のうち、賃貸等不動産における減価償却費は29,950千円であります。

また、賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産における主な増加は不動産取得79,004千円、主な
減少は減価償却費526,433千円であります。

３．主な物件の時価の算定方法については、社外の不動産鑑定士による不動産鑑定評価書に基づく金額、その他
の物件については一定の評価額や適切に市場価格を反映していると考えられる指標に基づく金額であります。
ただし、第三者からの取得時や直近の評価時点から、一定の評価額や適切に市場価格を反映していると考え
られる指標に重要な変動が生じていない場合には、当該評価額や指標を用いて調整した金額によっておりま
す。

３．賃貸等不動産に関する損益
（単位：千円）

当 連 結 会 計 年 度
（自　2019年４月 1 日

至　2020年３月31日）

賃 貸 等 不 動 産

賃 貸 収 益 66,437

賃 貸 費 用 60,246

差 額 6,191

そ の 他 （ 売 却 損 益 等 ） －

賃 貸 等 不 動 産 と し て 使 用
さ れ る 部 分 を 含 む 不 動 産

賃 貸 収 益 1,552,012

賃 貸 費 用 981,139

差 額 570,872

そ の 他 （ 売 却 損 益 等 ） －

（注）　賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産には、サービスの提供及び経営管理として当社及び一部の子
会社が使用している部分も含むため、当該部分の賃貸収益は、計上されておりません。なお、当該不動産に係
る費用（減価償却費、修繕費、保険料、租税公課等）については、賃貸費用に含まれております。
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（１株当たり情報に関する注記）
１株当たり純資産額 1,467円46銭
１株当たり当期純利益 85円76銭

（重要な後発事象に関する注記）
　該当事項はありません。

（注）　連結計算書類の記載金額は千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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個　別　注　記　表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
１．資産の評価基準及び評価方法
(１)有価証券

①子会社株式
総平均法による原価法

②その他有価証券
時価のあるもの

期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は総平均法によ
り算定）

時価のないもの
総平均法による原価法

(２)デリバティブ
時価法

(３)原材料及び貯蔵品
　通常の販売目的で保有するためのたな卸資産は、先入先出法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方
法）によっております。

２．固定資産の減価償却の方法
(１)有形固定資産（リース資産を除く）

　主として定率法を採用しております。
　ただし、本社ビル及び一関倉庫の建物については定額法を採用しております。また、1998年４月１日以降に取
得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降取得した建物附属設備及び構築物については、定
額法を採用しております。
　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建　　物
機械装置

 ２年～50年
 ８年～15年

　また、2007年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から５年間で
均等償却する方法によっております。
(２)無形固定資産（リース資産を除く）

　定額法を採用しております。
　また、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しており
ます。
(３)リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する定額法によっております。
所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。

３．重要な引当金の計上基準
(１)貸倒引当金

　債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個
別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。
(２)賞与引当金

　従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額の当事業年度負担額を計上しております。
(３)災害損失引当金

　台風により被災した資産の復旧費用等の支払に充てるため、当事業年度末における見積額を計上しております。
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(４)退職給付引当金
　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき、当事業年度末において
発生していると認められる額を計上しております。
数理計算上の差異は、発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により翌事業年
度から費用処理しております。

４．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
(１)ヘッジ会計の方法

①ヘッジ会計の方法
　繰延ヘッジ処理を採用しております。
　ただし、特例処理の要件を充たしている金利スワップについては特例処理を採用しております。

②ヘッジ手段とヘッジ対象
　当事業年度にヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりです。

ヘッジ手段　金利スワップ
ヘッジ対象　借入金の利息

③ヘッジ方針
　借入金の金利変動リスクを回避する目的で、金利スワップ取引を行っております。

④ヘッジ有効性評価の方法
　ヘッジ対象の相場変動又はキャッシュ・フロー変動の累計とヘッジ手段の相場変動又はキャッシュ・フロー変
動の累計を比較し、その変動額の比率によって有効性を評価しております。
　ただし、特例処理によっている金利スワップについては有効性の評価を省略しております。

(２)消費税等の処理方法
　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

（貸借対照表に関する注記）
１．担保に供している資産及びこれに対応する債務

建物 5,571,521千円
土地 2,165,726千円

合計 7,737,247千円
担保に係る債務の金額
１年内返済予定の長期借入金 2,028,384千円
長期借入金 2,865,965千円

合計 4,894,349千円

２．有形固定資産の減価償却累計額
13,269,625千円

３．財務制限条項
　当社が締結しているシンジケートローン契約（2017年３月28日締結）には、以下の財務制限条項が付されており
ます。
①各事業年度末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額を、2016年３月期末日における連結

貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額の75％に相当する金額、又は直近の事業年度末における連結貸借対
照表に記載される純資産の合計金額の75％に相当する金額のうち、いずれか高いほうの金額以上に維持すること。

②各事業年度末日における連結損益計算書に記載される経常損益を２回連続して損失としないこと。

４．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
関係会社に対する短期金銭債権
関係会社に対する長期金銭債権

9,115千円
544,150千円

関係会社に対する短期金銭債務 8,440千円
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（損益計算書に関する注記）
１．関係会社との取引高

売上高 70,655千円
仕入高 82,289千円
営業取引以外の取引高 37,425千円

２．災害保険金収入及び災害による損失
2019年に発生した台風15号及び19号による被害に伴う損失として164,886千円を計上しております。なお、災害
による損失には災害損失引当金繰入額80,836千円を含んでおります。
災害保険金収入の122,548千円は、上記の被害に伴う保険金収入の受取額であります。

（株主資本等変動計算書に関する注記）
自己株式の種類及び総数に関する事項

（単位：株）
当 事 業 年 度 期 首
株 式 数

当 事 業 年 度
増 加 株 式 数

当 事 業 年 度
減 少 株 式 数

当 事 業 年 度 末
株 式 数

自己株式

普通株式 424,252 95 － 424,347

合計 424,252 95 － 424,347

（税効果会計に関する注記）
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
賞与引当金 74,806千円
退職給付引当金 230,736千円
災害損失引当金 24,752千円
資産除去債務 100,704千円
金利スワップ 15,612千円
投資有価証券評価損 65,664千円
関係会社株式評価損 12,083千円
減損損失 469,405千円
その他 50,278千円

繰延税金資産小計 1,044,043千円
評価性引当額 △487,141千円
繰延税金資産合計 556,901千円
繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 △24,327千円
繰延税金負債合計 △24,327千円
繰延税金資産の純額 532,573千円
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（関連当事者との取引に関する注記）

種　類 会社等の名称 議 決 権 等 の 所 有
（被所有）割合(％)

関連当事者との
関 係 取 引 内 容 取引金額

(千円) 科　目 期末残高
(千円)

子会社
SANRITSU
LOGISTICS
AMERICA  Inc.

  所有
　直接100％

梱包事業の受託
役員の兼任

資金の貸付
（注） 544,150 長期貸付金 544,150

　　取引条件及び取引条件の決定方針等
　　（注）資金の貸付については、市場金利を勘案して利率を決定しています。

（１株当たり情報に関する注記）
１株当たり純資産額 1,422円12銭
１株当たり当期純利益 82円50銭

（重要な後発事象に関する注記）
　該当事項はありません。

（注）　計算書類の記載金額は千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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